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１．まえがき

軟弱地盤を形成する沖積層は，主として腐植土や粘性土で構成されており，関東地方をはじめとする多く

の沖積平野は，粘性土の上に腐植土が堆積する多層軟弱地盤である．これらの軟弱地盤に盛土を行うと盛土

自体が沈下するばかりでなく，盛土端部外の側方地盤も水平移動や隆起，沈下を生じる．これらの変形は，

盛土載荷直後に生じるせん断変形と圧密変形の和と考えられている．

従来，軟弱地盤を形成する腐植土も粘性土も数値の違いはあるにせよ，ほぼ同様な性質を有する土として

変形予測や対策工法の選定などが実施されてきた．しかしながら，腐植土と粘性土では，土の構成要素をな

す材料の違いに起因する変形特性が大きく異なるため，結果として生じる側方変形の形状や量に大きな差異

が生じることが予測された．本報告は，腐植土あるいは粘性土からなる模型地盤の側方変形性状の違いを実

験的に検討している．

２．試料と実験方法 表－１ 実験に用いた土の性状

実験に用いた試料は，宮崎市内 試料 土粒子密度 含水比 液性限界 塑性限界 粒度組成( )%

の軟弱地盤から乱した状態で採取 ρ ( ω ( ) ω ( ) ω ( )s kN/m3 n % L % p % 砂 粘土シルト

した．できるだけ均一になるよう 腐植土 1.88 540 530 220 7 93

に実験槽に人手によりセットした． 粘土 2.64 48 39 26 6 73 21

試料の土性は，表－１に示した通

りである．

実験槽の外観は，写真－１の通りである．

実験槽の内寸は，縦×横×奥行＝ ×57.5 145

× である．試料のセットに先立ち実験27.5cm

槽最下部には， 厚さの砂を敷いた上にさら2cm

に排水材をセットした．試料は，厚さ に43cm

セットした．したがって，試料厚に対する横

寸法の比は， 倍になる．荷重は，実験槽端3.4

部の横寸法 の範囲に厚さ約 ～ で砂40cm 5 6cm

が入った土のう袋を敷き，さらに鉄製の載荷

板を介してベロフラムシリンダ－により最大

300kgf 22.2kN/m 20 6( )まで 分間隔に 段階で載
2

荷した．

実験槽内部の変形を測定するため，実験槽側 写真－１ 実験槽の外観

面に 間隔のメッシュを張りメッシュの交点に試料のセット時白粘土を併せてセットした．測定は，デ10cm

ジタルカメラで実験槽メッシュ面を随時写真に撮り，後で画像処理することによって変形計測を行った．
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